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●後期高齢者医療保険の保険料率が決まりました

　後期高齢者医療保険料の保険料率は２年ごとに見直され、令和４・５年度の保険料率については、改定されています。保
険料額の決定通知書は７月中旬に送付する予定です。

▶令和４年度保険料の計算方法
　 保険料は、被保険者ごとに計算します。被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、被保険者の所得に応じて負担する「所

得割額」との合計金額が保険料となります。

※前年所得とは、前年の総所得金額等から基礎控除額を差し引いた金額です。
※実際の保険料額は端数処理を行ったあとの金額となります。

年間保険料
（上限66万円）

【計算式】

= +均等割
５万3,600円

所得割
前年所得（※）×10.32％

　後期高齢者医療保険料は、後期高齢者
医療制度を安定的に維持することで被保険
者が安心して医療を受けることができるよう
にするものです。
　皆さんのご理解・ご協力をよろしくお願い
します。

▶職場の保険の被扶養者だった人の軽減
　 後期高齢者医療制度に加入する前日に、職場

の健康保険等の被扶養者であった人は、均等
割の5割が軽減されます。また、所得割も課され
ません。

※ 国保・国保組合に加入していた人は該当しませ
ん。

▶保険料の軽減（令和４年度）
　所得や世帯の状況に応じて、保険料は軽減されます。
【均等割（５万3,600円）の軽減】

▶保険料の納付方法
　 年金の年額が18万円以上の人は、年金から天

引きされます。年額18万円未満の人や介護保
険料と併せた保険料が年金受給額の2分の1を
超える人は、納付書や口座振替等によって納め
てください。

▶�「保険証」「限度額適用・標準負担額減額認
定証」の更新

　 後期高齢者医療の保険証は毎年8月に更新さ
れますが、令和4年度については、一部の人の
医療費の自己負担割合が2割になることに伴い、
2回（7月と9月）送付する予定です。また、限度
額適用・標準負担額減額認定証の発行を受け
ている人で引き続き該当となる人には、新しい
認定証を7月下旬に送付する予定です。

※ 期限の過ぎた保険証や限度額適用・標準負担
額減額認定証は、個人情報が分からないように
して破棄をお願いします。

軽減割合
軽減判定所得（世帯主及び世帯の被
保険者の総所得金額等の合計）が下
記に該当する世帯

軽減後の均等割

７割軽減
基礎控除額（43万円）
＋10万円×（年金・給与所得者数－１）
を超えない世帯

１万6,080円

５割軽減

基礎控除額（43万円）
＋28.5万円×世帯の被保険者数
＋10万円×（年金・給与所得者数－１）
を超えない世帯

２万6,800円

２割軽減

基礎控除額（43万円）
＋52万円×世帯の被保険者数
＋10万円×（年金・給与所得者数－１）
を超えない世帯

4万2,880円

問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）
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　咸宜園教育研究センター・世界遺産推進室では、今年度も公開講座を行います。
　今年度は、「咸宜園跡」や「豆田町」などが「近世日本の教育遺産群－学ぶ心・礼節の本源－」として日本遺産第１号に認
定されてから８年目です。前期日程では、「日本遺産を歩く」をテーマに５回の講座を開催します。
　後期日程では、「江戸時代の医師・医療と咸宜園」をテーマとした講演のほか、廣瀬淡窓の思想や世界遺産に関する講座
を含めて、計５回の講座を開催します。たくさんの応募をお待ちしています。

▶とき
・前期日程
　午後7時～8時30分
　（開場：午後6時30分）
・後期日程
　午後6時～7時30分
　（開場：午後5時30分）
▶ところ　
　市役所7階　大会議室

●公開講座　受講生募集

問咸宜園教育研究センター☎℻㉒０２６８（水曜日休館）
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前期日程　日本遺産公開講座「日本遺産を歩く」

回 とき 演題 講師

１ 7月14日㈭ 「伊丹諸白」と「灘の生一本」下り酒が生んだ銘醸地、
伊丹と灘五郷

兵庫県伊丹市都市活力部まち資源室
空港・にぎわい課主任　河上雄也 氏

２ 7月21日㈭ 京都と大津を繋ぐ希望の水路琵琶湖疎水
～舟に乗り、歩いて触れる明治のひととき

京都市上下水道局総務部総務課協働推進係長
寺田 洋 氏

３ 8月4日㈭ 「桃太郎伝説」の生まれたまち　おかやま
～古代吉備の遺産が誘う鬼退治の物語～

岡山市教育委員会事務局生涯学習部文化財課長
草原孝典 氏

４ 8月25日㈭ 「日本第一」の塩を産したまち 播州赤穂 兵庫県赤穂市教育委員会事務局文化財課文化財係長
荒木幸治 氏

５ 9月8日㈭ 尾道水道が紡いだ中世からの箱庭的都市 広島県尾道市企画財政部文化振興課専門員
西井 亨 氏

後期日程　咸宜園教育研究センター公開講座「江戸時代の医師・医療と咸宜園」

回 とき 演題 講師

１ 9月22日㈭ 流行病と江戸時代の社会 住友史料館主席研究員　海原 亮 氏

２ 10月6日㈭ 人間の可能性を信じる～性善説の原理～ 東洋大学名誉教授　吉田公平 氏

３ 10月20日㈭ 廣瀬淡窓・咸宜園と病（仮） 元大分県立歴史博物館館長　深町浩一郎 氏

４ 11月10日㈭ シーボルトと鳴滝塾（仮） 長崎純心大学客員教授　宮坂正英 氏

５ 11月24日㈭ 世界遺産登録とまちづくり 熊本県天草市観光文化部文化課
世界遺産・キリシタン資料館係参事　中山 圭 氏

▶募集数
　60人（先着順）
▶�申込方法
　 住所・氏名・連絡先を記入の上、下記に郵送、ファッ

クス又はメールで申込み
▶受講料　無料
▶申込期限　6月23日㈭（必着）
※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、日程を変更

又は中止することがあります。


